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１．事象概要

「福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画」で定められている一時
保管エリアN内に、

（Ａ）許可を受けていない状態で汚染土が仮置きされていること
（Ｂ）巡視において同エリアに不適切な仮置きが行われていることの指摘がなさ

れていないこと
を2017年9月の保安検査（抜き打ち検査）において保安検査官が確認した

一時保管エリアN内の状況

汚染土の仮置き
汚染土を収納した
金属製容器

一時保管エリアN
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２．事象の原因と対策（１／２）

問 題 原 因 対 策

一時保管エリアＮに仮置きし
ていた汚染土について、社内
ルールで定める仮設集積場所
の設置を行わず仮置きしてい
た。また、仮置き状態として
は安全上問題ない対策（飛散
抑制対策，区画）を行ってい
たが、線量率表示について未
表示であった。

金属製容器に入れることなく
汚染土を仮置きしていた

一時保管エリアＮへの仮置き
については、工事エリア内で
あったため、仮設集積場所の
設置に該当しないと判断して
しまった。

実施計画記載の「金属製容器
に保管」については、最終的
な保管形態と認識し、作業過
程においては、フレコンパッ
クに収納しシート養生等の安
全上問題のない形態で仮置き
をしていた。

仮設集積場所の設置を行い
仮設集積場所の表示と線量
率の表示を行った。

（2017年9月7日に実施）

現在仮置きしている汚染土
については、安全上および
周辺※への問題はないもの
の、可能な限り最終的な保
管形態である金属製容器へ
の保管を実施する。

（2017年10月～2018年3月
を目処に実施）

（Ａ）許可を受けていない状態で汚染土が仮置きされていること

※周辺へ与える影響について
一時保管エリアＮに仮置きしている汚染土周辺で作業を実施している箇所の空間線量当量率は、周辺の
空間線量当量率と同等であり、フレコンパックに収納しシート養生を行い汚染拡大防止対策を行ってい
ることから、周辺環境への影響および作業員への影響はないと判断している。
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２．事象の原因と対策（２／２）

問 題 原 因 対 策

一時保管エリア等の巡視で
不適切な状況が確認できな
かった

巡視項目が明確でなかったた
め、変化に気付けなかった。

一時保管された瓦礫等以外のも
のが許可なく仮置き等されてい
ないこと、設置したロープや柵
等の区画が許可なく移動されて
いないことを、巡視の確認項目
に追加する。なお，上記につい
て、平成29年12月末を目途に社
内ルールに反映するとともに、
委託会社に周知する。

（Ｂ）巡視において同エリアに不適切な仮置きが行われていることの指摘がなされていないこと
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【参考】周辺へ与える影響について

一時保管エリアＮに仮置きしている汚染土周辺で作業を実施している箇所の線量測定結
果は下記の通り。

※測定箇所は，仮置きしている汚染土南側で実施している屋根設置作業

空間線量当量率（最大）：(γ)0.004～0.011mSv/h、(β+γ)0.006～0.016mSv/h

周辺のバックグラウンドの空間線量当量率（(γ)0.003～0.013mSv/h）と同等であるこ
とから、作業員への影響はないと判断。

【参考】

一時保管エリアＮに仮置きしている汚染土の表面および、保管区画、作業区画位置での
空間線量当量率は下記の通り。

表面 線量当量率：(γ) 0.008～0.14 mSv/h， (β+γ) 1. 2～15.0mSv/h

保管区画 線量当量率：(γ) 0.003～0.015mSv/h，(β+γ) 0.01～1.5mSv/h

作業区画 線量当量率：(γ) 0.003～0.008mSv/h， (β+γ) 0.01～0.35mSv/h

仮置きしている汚染土については、フレコンパックに収納しシート養生を行い汚染拡大
防止対策を実施していることから、周辺環境への影響はない。
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汚染土仮設集積

表面

保管区画

作業区画

【参考】周辺へ与える影響について
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【参考】仮置きが発生した経緯

一時保管エリアNについては、過去に発生したＨ４エリアのRO濃縮水貯槽からの漏洩事
象に伴い、当時回収した汚染土4,455m3を2015年度に一時保管した。

その後、Ｈ４エリアのタンクリプレースに伴い、実施計画の変更申請を行う際に、H4タ
ンク下の汚染土を回収するにあたって、汚染土保管時の汚染拡大防止対策（鋼製容器保
管，シート養生，堰，屋根）を実施計画へ追加し、認可を受けた。

そのため、汚染拡大防止対策を実施するために、2016年11月から一時保管エリアＮの整
備工事に着手した。

Ｈ４北エリアタンク下部の汚染土回収については、2017年3月から開始したが、一方で
工事の施工方法上、一時保管エリアＮに保管済みの鋼製容器の屋根および堰を先に構築
する必要があり、工事スペースを確保する必要があったため、新たに発生した汚染土を
一時保管エリアNの金属製容器に保管が行えず、仮置きを実施することとした。


